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新しい を紹介します塩尻市農業委員
農地利用最適化推進委員

農地の売買・貸借などの審議や、農地利用の最適化推進のため、担い手への農地の集積、遊休農地の発生防止・解消、
新規参入の促進などの活動をしています。

農地についての相談は、お近くの委員へお気軽にどうぞ！
会長 河野　秀夫　会長代理 西村　規男　任期：令和5年3月20日～令和8年3月19日　　

●塩尻市のホームページでは、各委員を写真付きで紹介しています。
　右のコードからご覧ください。
　【URL】 https://www.city.shiojiri.lg.jp/soshiki/51/2577.html
●各委員の連絡先は、塩尻市農業委員会事務局
　【電話】0263-52-0810（直通）へ、お問い合わせください。

　
塩
尻
市
農
業
委
員
会
会
長
に

就
任
し
た
、
片
丘
の
河
野
秀
夫

で
す
。
第
22
期
（
令
和
５
年
３

月
〜
令
和
８
年
３
月
）
は
、
農

業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
12
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
塩
尻
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
片
丘

地
区
で
は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
耕
作
放
棄
地
の
全
面
的
な

解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
農
業
に
意
欲
の
あ
る
若

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
体

制
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
移
住
者
に

対
す
る
住
宅
の
確
保
、
就
農
に

必
要
な
農
業
機
械
購
入
補
助
等

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
独
自
の
活
動
と

し
て
、
遊
休
農
地
解
消
の
た

め
、
片
丘
に
あ
る
、
Ｆ
パ
ワ
ー

西
側
の
ほ
場
で
ソ
バ
栽
培
を
行

い
、
ソ
バ
粉
を
委
員
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
の
委
員
就

任
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
実
施
で
き
な

か
っ
た
視
察
研
修
を
行
い
、
淡

路
島
の
南
あ
わ
じ
市
に
あ
る
大

規
模
玉
ね
ぎ
生
産
法
人
を
訪
問

し
、
ほ
場
見
学
等
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
塩
尻
市
の
農
業
者
の

代
表
と
し
て
、
農
地
に
責
任
を

持
ち
、
明
る
く
未
来
あ
る
農
業

が
続
く
よ
う
、
委
員
一
同
、
各

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
塩
尻

市
農
業
の
発
展
に
向
け
、
職
務

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
、
ご
指
導
、
ご
協
力
の
程

を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ

ら
、
農
業
委
員
と
し
て
通
算
３

期
９
年
在
職
し
、
農
地
の
適
正

管
理
と
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
か
ら
の
６
年
間

は
、
会
長
と
し
て
厳
し
い
農
業

情
勢
の
中
で
、
委
員
会
の
適
正

な
運
営
と
地
域
農
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
洗
馬
農
業
協
同
組
合
の
子
会

社
と
し
て
、
洗
馬
地
区
内
の
遊

休
農
地
の
解
消
や
野
菜
生
産
振

興
を
目
的
に
、
平
成
28
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
年
で
４
人
が
独
立
就
農

し
、
洗
馬
地
区
農
業
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
14 

ha
の
農
地
で
野
菜

生
産
に
励
み
、
病
気
等
で
農
作

業
が
困
難
な
農
家
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
か
ら
の
期
待
も
高

く
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
塩
筑
安
曇
農
業
委
員
会
協
議
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
を
受
け
ま
し
た

第
22
期
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
会
長
に
就
任
し
て

農業開発公社は、「農地売買等事業」を行う組織として知事から指定を
受けた団体です。農地を売りたい方から公社が買い入れて、担い手農
業者の皆様に売り渡します。

（公財）長野県農業開発公社が
お手伝いいたします。

お得な 農業者年金

公社を利用して農地の売買をした場合
●農地売買の契約書作成や登記等の手続きを公社職員が代行します。
●譲渡所得が800万円まで特別控除され、所得税が無税になります。（農業振興地域の農用地区域内に限ります）
●登録免許税15／1,000が10／1,000に軽減されます。

農業委員会または長野県農業開発公社 松本事業所 ☎０２63-４７-７８００ 内線２８５３

２０歳以上 ６０歳未満
年間６０日以上農業従事
国民年金 第１号被保険者

お問い合わせ

農地の売買を
お考えの皆様！

貯蓄感覚で始めてみませんか？
詳しくは農業委員会、お近くのＪＡ、または

で、検索！農業者年金基金

下の３つを満たしていれば、入れます！

塩尻市
農業委員会会長
河野　秀夫

中西条
長　畝
東　山
上西条
桟　敷
柿　沢
堅　石
吉　田
高　出
郷　原
野　村
中　挟
南内田
北熊井
南熊井
北熊井

川窪　澄人
後藤　俊廣
米山　　清
小澤　　昇
竹原　　均
野村　義郎
西村　規男
小澤　伸次
藤森　正文
山田　和男
三村　幸一
小澤　博子
河野　秀夫
小原　祐司
塚原　一郎
安藤　爲典

中西条・下西条
長畝・堀ノ内
東山・塩尻町
上西条・金井
桟敷・大門全域
柿沢・塩尻町
堅石・原新田
吉田
高出
郷原
野村
中挟
南内田
北熊井
南熊井
北熊井

農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員

大　門
塩尻東

広　丘
高　出
吉　田

片　丘

太　田
芦ノ田
岩　垂
下小曽部
上　組
元　町
上小曽部
桔梗ケ原
桔梗ケ原
床　尾
本　山
日出塩
贄　川
古　町
上　田

塩原　令子
伊藤　正光
酒井　芳文
赤堀　次男
嶋田　　誠
大塚　清司
北沢　健司
小林　　恵
永井　猛敬
城戸　　誠
田中　速人
丸山　　純
太田　俊靖
神戸　　稔
神戸　　博

太田
芦ノ田
岩垂
下小曽部
上組
元町
上小曽部
桔梗ヶ原・平出
桔梗ヶ原・平出
床尾・洗馬
牧野・本山
日出塩
贄川・木曽平沢・奈良井
古町・宮前・大出
上田・勝弦

農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
推進委員
農業委員
推進委員

洗　馬

宗　賀
楢　川

北小野

地区名 氏　名 担当地区 農業委員・
推進委員の別 地区名 氏　名 担当地区 農業委員・

推進委員の別

令和６年３月
（第43号）

発　　行
塩 尻 市 農 業 委 員 会

塩尻市大門七番町３番３号

電　話　0263（52）0810
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農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
行

政
・
農
業
関
係
の
代
表
者
と
農

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
地
域
の

抱
え
る
課
題
や
要
望
等
を
提
案

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
全
提
案
項
目
と
、

回
答
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

獣
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
駆

除
数
を
冬
季
の
み
の
３
頭
か
ら

引
き
上
げ
、
時
期
も
４
月
か
ら

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
カ
モ
シ
カ
は
特
別
天
然

記
念
物
の
た
め
、
捕
獲
に
は
国

や
県
等
と
の
調
整
が
必
要
で
、

実
施
時
期
や
数
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
捕
獲
頭
数
の
決
定
は
、

被
害
状
況
の
把
握
が
肝
要
で

す
。
市
も
状
況
把
握
に
努
め
ま

す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
「
地

域
計
画
」
と
「
目
標
地
図
」
を

策
定
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化

を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
関
係
団
体
の
役
割
と
分

担
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答
　
円
滑
な
地
域
計
画
策
定

に
向
け
、
市
、
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
者
、
土
地
改
良

区
、
農
地
バ
ン
ク
、
県
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
ち
、
地
域

農
業
の
当
事
者
と
し
て
、
積
極

的
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
地
域

懇
談
会
の
進
め
方
等
の
説
明
及

び
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

荒
廃
農
地
等
の

大
規
模
再
生
事
業
に
つ
い
て

　
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
で
、
片
丘
地
区
の
荒

廃
農
地
の
活
性
化
計
画
等
を
作

成
し
、
公
費
を
活
用
し
た
、
荒

廃
農
地
等
の
大
規
模
整
備
を
提

案
し
ま
す
。

回
答
　
農
家
数
の
減
少
が
続
き

担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
市
で
は
新
規
就
農
者
の

確
保
を
主
要
施
策
に
し
、
昨
年

度
は
、
７
名
が
就
農
し
ま
し

た
。
荒
廃
農
地
対
策
は
、
1/2
以

内
、
10
ａ
当
た
り
８
万
円
上
限

の
補
助
金
に
よ
り
昨
年
度
、
５

件
約
1.2 

ha
再
生
し
ま
し
た
。

大
規
模
な
整
備
を
行
う
場
合
、

面
積
に
見
合
う
担
い
手
の
確

保
、
補
助
で
賄
わ
れ
な
い
分
の

負
担
の
方
法
等
が
課
題
で
す
。

　
ま
ず
は
既
存
農
地
の
維
持
、

そ
の
周
辺
の
荒
廃
農
地
を
再
生

し
、
受
け
手
の
確
保
等
の
目
途

が
付
く
中
で
、
開
墾
に
よ
る
整

備
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
解
消
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
農
地
所
有
者
の
利
用
意
向
把

握
が
で
き
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地

は
減
少
す
る
と
思
い
ま
す
。
相

続
等
に
伴
う
、
使
用
者
の
確
実

な
利
用
意
向
把
握
を
実
施
す
る

こ
と
、
遊
休
農
地
の
農
地
バ
ン

ク
登
録
の
義
務
化
の
推
進
を
提

案
し
ま
す
。

回
答
　
農
業
委
員
会
と
農
林
課

は
、
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、

農
地
所
有
者
へ
利
用
意
向
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

連
携
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
は
、

農
地
の
受
け
手
の
存
在
を
前
提

と
し
た
仕
組
み
で
す
。
受
け
手

が
少
な
い
現
状
で
は
全
て
を
担

う
こ
と
は
困
難
で
す
。
引
き
続

き
担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま

す
。抜

本
的
な
農
業
施
策
の

改
革
に
つ
い
て

　
農
業
は
、
食
糧
供
給
や
、
地

域
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
農
業
は
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。
市
独
自
で

抜
本
的
な
改
革
を
し
、
産
業
と

し
て
持
続
性
を
維
持
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
く
だ
さ
い
。

回
答
　
農
業
者
へ
の
直
接
的
な

支
援
に
つ
な
が
り
や
す
い
主
な

補
助
金
は
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
補
助
金
や
土
地
改

良
事
業
地
元
負
担
金
等
軽
減
補

助
金
、
果
樹
園
整
備
促
進
事
業

補
助
金
、
野
菜
価
格
安
定
事
業

補
助
金
等
が
あ
り
ま
す
。
社
会

情
勢
等
に
応
じ
て
、
農
業
用
機

械
に
対
す
る
補
助
金
の
対
象
者

を
広
げ
、
収
入
保
険
の
加
入
支

援
、
肥
料
高
騰
対
策
負
担
金
を

新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
財
源
確
保
や
、
農
業
者
の

ニ
ー
ズ
把
握
、
事
業
の
見
直
し

等
に
よ
り
、
継
続
的
に
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

担
い
手
育
成
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
Ｊ

Ａ
塩
尻
市
の
合
併
に
よ
り
、
樹

園
地
育
成
・
維
持
事
業
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。
次
代
の
担
い

手
育
成
及
び
農
業
経
営
の
安

定
・
継
続
の
た
め
に
、
こ
の
事

業
を
継
続
す
る
新
し
い
組
織
の

立
ち
上
げ
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
新
た
な
組
織
の
立
ち
上

げ
は
、
経
営
上
の
理
由
等
か
ら

難
し
い
で
す
が
、
農
作
業
の
サ

ポ
ー
ト
は
重
要
な
た
め
、
塩
尻

市
農
業
公
社
の
、
作
業
支
援
を

市
か
ら
補
助
金
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ

ラ
ン
ド
で
は
、
無
料
職
業
紹
介

所
や
収
穫
支
援
事
業
、
１
日
農

業
バ
イ
ト
で
人
材
確
保
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
、

市
と
Ｊ
Ａ
で
支
援
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、支
援
者
や
新
た
な
担
い
手
の

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の

導
入
補
助
等
に
つ
い
て

　
様
々
な
面
で
効
果
が
期
待
で

き
る
機
械
で
す
が
、
大
変
高
価

で
す
。
市
ま
た
は
農
業
公
社
等

で
導
入
し
、
貸
し
出
し
や
作
業

受
託
な
ど
の
検
討
、
共
同
購
入

の
場
合
の
助
成
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
購
入
支
援
は
、
石
礫
地

解
消
に
関
す
る
要
望
を
Ｊ
Ａ
な

ど
関
係
機
関
に
伺
い
、
使
用
頻

度
等
を
考
慮
し
、
研
究
し
ま

す
。
貸
し
出
し
や
作
業
受
託
は

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
石
礫
地
の
解
消

に
は
、
農
地
再
生
支
援
補
助
金

を
使
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
検

討
く
だ
さ
い
。

農
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
で
は
、毎
年
夏

に「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
行
い
、

す
で
に
遊
休
農
地
化
し
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
遊
休
農
地
に
な
り
そ

う
な
農
地
の
所
有
者
へ
、適
正

管
理
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
地
が
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、農
業
委
員

会
で
、遊
休
農
地
を
借
り
、ソ
バ

の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、冬
の「
農
地
相
談
会
」

で
は
、皆
様
の
農
地
に
関
す
る
お

悩
み
を
伺
い
、解
決
方
法
を
一

緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
は
、少
し
放
っ
て

お
く
だ
け
で
も
、す
ぐ
に
雑
草

だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。荒
れ
た
農
地
は
、野
生
動

物
の
す
み
か
に
な
っ
た
り
、雑

草
の
種
が
こ
ぼ
れ
た
り
し
て
、周

り
に
大
き
な
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。使
っ
て
い
な
い
農
地
も
、定

期
的
に
見
回
り
、草
刈
り
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
数
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
視
察
研
修
を
見
合
わ
せ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
委

員
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
、
自

己
研
鑽
を
積
む
こ
と
を
目
的
に

視
察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
先
は
、
淡
路
島

の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
レ

タ
ス
・
玉
ね
ぎ
の
一
大
産
地
で

あ
る
南
あ
わ
じ
市
を
拠
点
と
し

て
生
産
を
し
て
い
る
農
業
法
人

の
河
西
青
果
㈱
さ
ん
の
レ
タ

ス
・
玉
ね
ぎ
の
ほ
場
や
直
売
所

な
ど
で
す
。

　
目
的
地
に
向
か
う
途
中
、
バ

ス
の
車
窓
か
ら
見
る
景
色
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
、
レ
タ
ス
、
玉
ね

ぎ
苗
や
葉
物
で
、
ど
こ
ま
で
も

青
々
と
し
た
農
地
が
ひ
ろ
が
っ

て
お
り
、
温
暖
な
気
候
の
地
に

来
た
ん
だ
と
い
う
実
感
が
沸
き

ま
し
た
。

　
河
西
青
果
㈱
さ
ん
で
は
、
化

学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
５
割

以
上
減
ら
し
、
残
留
薬
品
・
抗

生
薬
品
を
国
の
基
準
の
1/10
以
下

と
す
る
な
ど
、
安
全
性
を
高
め

る
と
と
も
に
出
荷
記
録
に
よ
る

管
理
を
徹
底
し
、
「
ひ
ょ
う
ご

安
心
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
証
を
受

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
壌
改
良
等
を

重
ね
て
き
た
結
果
、
苦
み
が
少

な
く
甘
い
レ
タ
ス
の
生
産
に
成

功
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
河
西
青
果
㈱
さ
ん
の
ご
厚
意

で
、
レ
タ
ス
も
一
人
１
個
ず
つ

食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
確
か
に
苦
み
は
少
な
い

が
、
長
野
県
産
の
も
の
と
比

べ
、
巻
き
が
緩
い
よ
う
だ
と
の

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
毛
作
が
当
た
り
前
の
淡
路

島
で
は
、
１
年
中
で
一
番
忙
し

い
12
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
視

察
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
河
西
青
果
㈱
さ
ん
に
感
謝

し
つ
つ
、
地
元
の
魚
や
肉
な
ど

の
特
産
品
の
味
も
堪
能
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
視
察
先
の

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
や
考
え
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

充
実
し
た
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

視
察
研
修
に
つ
い
て

淡
路
島 

河
西
青
果
㈱

令
和
５
年
12
月
６
日
〜
７
日

遊
休
農
地

　
　
解
消
の
取
り
組
み

◆ 塩尻市賃借料情報 ◆
締結（公告）された地域名

大門・塩尻東
片丘
広丘・高出・吉田
洗馬
宗賀
北小野
楢川
塩尻市平均

― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和３年１月から令和５年12月までに締結（公告）された賃貸借における1年間の賃借料水準（10ａ当たり）は次のとおりです。

5,300
5,700
10,800
5,600
3,000
3,700
　

5,700

10,000
18,900
26,000
11,000
3,400
7,000

1,000
1,000
3,000
1,000
2,100
1,000

6,000
4,400
9,900
9,600
8,400
3,200

5,900

15,000
15,000
20,000
25,600
22,000
7,000

600
800
1,000
600
1,000
1,000

8,400
7,800
12,100
12,700
14,900
3,000
　

9,800

23,000
10,000
23,000
30,000
24,000
3,000

1,000
1,600
1,000
2,300
3,000
3,000

平均額 最高額
田（水稲）

最低額 平均額 最高額
畑

最低額 平均額 最高額
樹園地

最低額



令和６年３月 第 43 号3 グリーンしおじり グリーンしおじり第 43 号 2令和６年３月

　
農
業
委
員
会
で
は
毎
年
、
行

政
・
農
業
関
係
の
代
表
者
と
農

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
地
域
の

抱
え
る
課
題
や
要
望
等
を
提
案

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
全
提
案
項
目
と
、

回
答
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

獣
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
農
業
被
害

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
駆

除
数
を
冬
季
の
み
の
３
頭
か
ら

引
き
上
げ
、
時
期
も
４
月
か
ら

と
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
カ
モ
シ
カ
は
特
別
天
然

記
念
物
の
た
め
、
捕
獲
に
は
国

や
県
等
と
の
調
整
が
必
要
で
、

実
施
時
期
や
数
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
捕
獲
頭
数
の
決
定
は
、

被
害
状
況
の
把
握
が
肝
要
で

す
。
市
も
状
況
把
握
に
努
め
ま

す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
「
地

域
計
画
」
と
「
目
標
地
図
」
を

策
定
し
、
農
地
利
用
の
最
適
化

を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
各
関
係
団
体
の
役
割
と
分

担
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答
　
円
滑
な
地
域
計
画
策
定

に
向
け
、
市
、
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
者
、
土
地
改
良

区
、
農
地
バ
ン
ク
、
県
等
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
ち
、
地
域

農
業
の
当
事
者
と
し
て
、
積
極

的
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
地
域

懇
談
会
の
進
め
方
等
の
説
明
及

び
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

荒
廃
農
地
等
の

大
規
模
再
生
事
業
に
つ
い
て

　
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
市
で
、
片
丘
地
区
の
荒

廃
農
地
の
活
性
化
計
画
等
を
作

成
し
、
公
費
を
活
用
し
た
、
荒

廃
農
地
等
の
大
規
模
整
備
を
提

案
し
ま
す
。

回
答
　
農
家
数
の
減
少
が
続
き

担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。
市
で
は
新
規
就
農
者
の

確
保
を
主
要
施
策
に
し
、
昨
年

度
は
、
７
名
が
就
農
し
ま
し

た
。
荒
廃
農
地
対
策
は
、
1/2
以

内
、
10
ａ
当
た
り
８
万
円
上
限

の
補
助
金
に
よ
り
昨
年
度
、
５

件
約
1.2 

ha
再
生
し
ま
し
た
。

大
規
模
な
整
備
を
行
う
場
合
、

面
積
に
見
合
う
担
い
手
の
確

保
、
補
助
で
賄
わ
れ
な
い
分
の

負
担
の
方
法
等
が
課
題
で
す
。

　
ま
ず
は
既
存
農
地
の
維
持
、

そ
の
周
辺
の
荒
廃
農
地
を
再
生

し
、
受
け
手
の
確
保
等
の
目
途

が
付
く
中
で
、
開
墾
に
よ
る
整

備
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
解
消
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
農
地
所
有
者
の
利
用
意
向
把

握
が
で
き
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地

は
減
少
す
る
と
思
い
ま
す
。
相

続
等
に
伴
う
、
使
用
者
の
確
実

な
利
用
意
向
把
握
を
実
施
す
る

こ
と
、
遊
休
農
地
の
農
地
バ
ン

ク
登
録
の
義
務
化
の
推
進
を
提

案
し
ま
す
。

回
答
　
農
業
委
員
会
と
農
林
課

は
、
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
、

農
地
所
有
者
へ
利
用
意
向
調
査

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

連
携
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
農
地
中
間
管
理
事
業
は
、

農
地
の
受
け
手
の
存
在
を
前
提

と
し
た
仕
組
み
で
す
。
受
け
手

が
少
な
い
現
状
で
は
全
て
を
担

う
こ
と
は
困
難
で
す
。
引
き
続

き
担
い
手
の
確
保
を
図
り
ま

す
。抜

本
的
な
農
業
施
策
の

改
革
に
つ
い
て

　
農
業
は
、
食
糧
供
給
や
、
地

域
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
、
農
業
は
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。
市
独
自
で

抜
本
的
な
改
革
を
し
、
産
業
と

し
て
持
続
性
を
維
持
さ
せ
る
こ

と
を
検
討
く
だ
さ
い
。

回
答
　
農
業
者
へ
の
直
接
的
な

支
援
に
つ
な
が
り
や
す
い
主
な

補
助
金
は
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
事
業
補
助
金
や
土
地
改

良
事
業
地
元
負
担
金
等
軽
減
補

助
金
、
果
樹
園
整
備
促
進
事
業

補
助
金
、
野
菜
価
格
安
定
事
業

補
助
金
等
が
あ
り
ま
す
。
社
会

情
勢
等
に
応
じ
て
、
農
業
用
機

械
に
対
す
る
補
助
金
の
対
象
者

を
広
げ
、
収
入
保
険
の
加
入
支

援
、
肥
料
高
騰
対
策
負
担
金
を

新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
財
源
確
保
や
、
農
業
者
の

ニ
ー
ズ
把
握
、
事
業
の
見
直
し

等
に
よ
り
、
継
続
的
に
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

担
い
手
育
成
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
Ｊ

Ａ
塩
尻
市
の
合
併
に
よ
り
、
樹

園
地
育
成
・
維
持
事
業
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。
次
代
の
担
い

手
育
成
及
び
農
業
経
営
の
安

定
・
継
続
の
た
め
に
、
こ
の
事

業
を
継
続
す
る
新
し
い
組
織
の

立
ち
上
げ
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
新
た
な
組
織
の
立
ち
上

げ
は
、
経
営
上
の
理
由
等
か
ら

難
し
い
で
す
が
、
農
作
業
の
サ

ポ
ー
ト
は
重
要
な
た
め
、
塩
尻

市
農
業
公
社
の
、
作
業
支
援
を

市
か
ら
補
助
金
で
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ

ラ
ン
ド
で
は
、
無
料
職
業
紹
介

所
や
収
穫
支
援
事
業
、
１
日
農

業
バ
イ
ト
で
人
材
確
保
を
行
っ

て
い
ま
す
。
新
規
就
農
者
は
、

市
と
Ｊ
Ａ
で
支
援
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、支
援
者
や
新
た
な
担
い
手
の

確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
の

導
入
補
助
等
に
つ
い
て

　
様
々
な
面
で
効
果
が
期
待
で

き
る
機
械
で
す
が
、
大
変
高
価

で
す
。
市
ま
た
は
農
業
公
社
等

で
導
入
し
、
貸
し
出
し
や
作
業

受
託
な
ど
の
検
討
、
共
同
購
入

の
場
合
の
助
成
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

回
答
　
購
入
支
援
は
、
石
礫
地

解
消
に
関
す
る
要
望
を
Ｊ
Ａ
な

ど
関
係
機
関
に
伺
い
、
使
用
頻

度
等
を
考
慮
し
、
研
究
し
ま

す
。
貸
し
出
し
や
作
業
受
託
は

様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
石
礫
地
の
解
消

に
は
、
農
地
再
生
支
援
補
助
金

を
使
え
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
検

討
く
だ
さ
い
。

農
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
で
は
、毎
年
夏

に「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
行
い
、

す
で
に
遊
休
農
地
化
し
て
い
る
、

こ
れ
か
ら
遊
休
農
地
に
な
り
そ

う
な
農
地
の
所
有
者
へ
、適
正

管
理
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
農
地
が
少
し
で

も
減
ら
せ
る
よ
う
、農
業
委
員

会
で
、遊
休
農
地
を
借
り
、ソ
バ

の
栽
培
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、冬
の「
農
地
相
談
会
」

で
は
、皆
様
の
農
地
に
関
す
る
お

悩
み
を
伺
い
、解
決
方
法
を
一

緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
や
畑
は
、少
し
放
っ
て

お
く
だ
け
で
も
、す
ぐ
に
雑
草

だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。荒
れ
た
農
地
は
、野
生
動

物
の
す
み
か
に
な
っ
た
り
、雑

草
の
種
が
こ
ぼ
れ
た
り
し
て
、周

り
に
大
き
な
迷
惑
が
か
か
り
ま

す
。使
っ
て
い
な
い
農
地
も
、定

期
的
に
見
回
り
、草
刈
り
の
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
数
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
視
察
研
修
を
見
合
わ
せ
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
委

員
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
、
自

己
研
鑽
を
積
む
こ
と
を
目
的
に

視
察
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
先
は
、
淡
路
島

の
南
端
に
位
置
し
て
お
り
、
レ

タ
ス
・
玉
ね
ぎ
の
一
大
産
地
で

あ
る
南
あ
わ
じ
市
を
拠
点
と
し

て
生
産
を
し
て
い
る
農
業
法
人

の
河
西
青
果
㈱
さ
ん
の
レ
タ

ス
・
玉
ね
ぎ
の
ほ
場
や
直
売
所

な
ど
で
す
。

　
目
的
地
に
向
か
う
途
中
、
バ

ス
の
車
窓
か
ら
見
る
景
色
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
や
、
レ
タ
ス
、
玉
ね

ぎ
苗
や
葉
物
で
、
ど
こ
ま
で
も

青
々
と
し
た
農
地
が
ひ
ろ
が
っ

て
お
り
、
温
暖
な
気
候
の
地
に

来
た
ん
だ
と
い
う
実
感
が
沸
き

ま
し
た
。

　
河
西
青
果
㈱
さ
ん
で
は
、
化

学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
を
５
割

以
上
減
ら
し
、
残
留
薬
品
・
抗

生
薬
品
を
国
の
基
準
の
1/10
以
下

と
す
る
な
ど
、
安
全
性
を
高
め

る
と
と
も
に
出
荷
記
録
に
よ
る

管
理
を
徹
底
し
、
「
ひ
ょ
う
ご

安
心
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
証
を
受

け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
土
壌
改
良
等
を

重
ね
て
き
た
結
果
、
苦
み
が
少

な
く
甘
い
レ
タ
ス
の
生
産
に
成

功
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
河
西
青
果
㈱
さ
ん
の
ご
厚
意

で
、
レ
タ
ス
も
一
人
１
個
ず
つ

食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
確
か
に
苦
み
は
少
な
い

が
、
長
野
県
産
の
も
の
と
比

べ
、
巻
き
が
緩
い
よ
う
だ
と
の

感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　
三
毛
作
が
当
た
り
前
の
淡
路

島
で
は
、
１
年
中
で
一
番
忙
し

い
12
月
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
視

察
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
河
西
青
果
㈱
さ
ん
に
感
謝

し
つ
つ
、
地
元
の
魚
や
肉
な
ど

の
特
産
品
の
味
も
堪
能
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
で
は
、
視
察
先
の

皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
や
考
え
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

充
実
し
た
視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

視
察
研
修
に
つ
い
て

淡
路
島 

河
西
青
果
㈱

令
和
５
年
12
月
６
日
〜
７
日

遊
休
農
地

　
　
解
消
の
取
り
組
み

◆ 塩尻市賃借料情報 ◆
締結（公告）された地域名

大門・塩尻東
片丘
広丘・高出・吉田
洗馬
宗賀
北小野
楢川
塩尻市平均

― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和３年１月から令和５年12月までに締結（公告）された賃貸借における1年間の賃借料水準（10ａ当たり）は次のとおりです。

5,300
5,700
10,800
5,600
3,000
3,700
　

5,700

10,000
18,900
26,000
11,000
3,400
7,000

1,000
1,000
3,000
1,000
2,100
1,000

6,000
4,400
9,900
9,600
8,400
3,200

5,900

15,000
15,000
20,000
25,600
22,000
7,000

600
800
1,000
600
1,000
1,000

8,400
7,800
12,100
12,700
14,900
3,000
　

9,800

23,000
10,000
23,000
30,000
24,000
3,000

1,000
1,600
1,000
2,300
3,000
3,000

平均額 最高額
田（水稲）

最低額 平均額 最高額
畑

最低額 平均額 最高額
樹園地

最低額
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新しい を紹介します塩尻市農業委員
農地利用最適化推進委員

農地の売買・貸借などの審議や、農地利用の最適化推進のため、担い手への農地の集積、遊休農地の発生防止・解消、
新規参入の促進などの活動をしています。

農地についての相談は、お近くの委員へお気軽にどうぞ！
会長 河野　秀夫　会長代理 西村　規男　任期：令和5年3月20日～令和8年3月19日　　

●塩尻市のホームページでは、各委員を写真付きで紹介しています。
　右のコードからご覧ください。
　【URL】 https://www.city.shiojiri.lg.jp/soshiki/51/2577.html
●各委員の連絡先は、塩尻市農業委員会事務局
　【電話】0263-52-0810（直通）へ、お問い合わせください。

　
塩
尻
市
農
業
委
員
会
会
長
に

就
任
し
た
、
片
丘
の
河
野
秀
夫

で
す
。
第
22
期
（
令
和
５
年
３

月
〜
令
和
８
年
３
月
）
は
、
農

業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
12
名
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
塩
尻
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
片
丘

地
区
で
は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ

の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
耕
作
放
棄
地
の
全
面
的
な

解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
、
農
業
に
意
欲
の
あ
る
若

者
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
体

制
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
移
住
者
に

対
す
る
住
宅
の
確
保
、
就
農
に

必
要
な
農
業
機
械
購
入
補
助
等

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
農
業
委
員
会
独
自
の
活
動
と

し
て
、
遊
休
農
地
解
消
の
た

め
、
片
丘
に
あ
る
、
Ｆ
パ
ワ
ー

西
側
の
ほ
場
で
ソ
バ
栽
培
を
行

い
、
ソ
バ
粉
を
委
員
に
配
布
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
の
委
員
就

任
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
た
め
実
施
で
き
な

か
っ
た
視
察
研
修
を
行
い
、
淡

路
島
の
南
あ
わ
じ
市
に
あ
る
大

規
模
玉
ね
ぎ
生
産
法
人
を
訪
問

し
、
ほ
場
見
学
等
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
後
も
塩
尻
市
の
農
業
者
の

代
表
と
し
て
、
農
地
に
責
任
を

持
ち
、
明
る
く
未
来
あ
る
農
業

が
続
く
よ
う
、
委
員
一
同
、
各

関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
塩
尻

市
農
業
の
発
展
に
向
け
、
職
務

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
よ
り
一

層
の
、
ご
指
導
、
ご
協
力
の
程

を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
農
業
に
従
事
す
る
か
た
わ

ら
、
農
業
委
員
と
し
て
通
算
３

期
９
年
在
職
し
、
農
地
の
適
正

管
理
と
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
か
ら
の
６
年
間

は
、
会
長
と
し
て
厳
し
い
農
業

情
勢
の
中
で
、
委
員
会
の
適
正

な
運
営
と
地
域
農
業
の
振
興
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
洗
馬
農
業
協
同
組
合
の
子
会

社
と
し
て
、
洗
馬
地
区
内
の
遊

休
農
地
の
解
消
や
野
菜
生
産
振

興
を
目
的
に
、
平
成
28
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
年
で
４
人
が
独
立
就
農

し
、
洗
馬
地
区
農
業
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
14 

ha
の
農
地
で
野
菜

生
産
に
励
み
、
病
気
等
で
農
作

業
が
困
難
な
農
家
の
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
か
ら
の
期
待
も
高

く
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

松
塩
筑
安
曇
農
業
委
員
会
協
議
会
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
を
受
け
ま
し
た

第
22
期
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
会
長
に
就
任
し
て

農業開発公社は、「農地売買等事業」を行う組織として知事から指定を
受けた団体です。農地を売りたい方から公社が買い入れて、担い手農
業者の皆様に売り渡します。

（公財）長野県農業開発公社が
お手伝いいたします。

お得な 農業者年金

公社を利用して農地の売買をした場合
●農地売買の契約書作成や登記等の手続きを公社職員が代行します。
●譲渡所得が800万円まで特別控除され、所得税が無税になります。（農業振興地域の農用地区域内に限ります）
●登録免許税15／1,000が10／1,000に軽減されます。

農業委員会または長野県農業開発公社 松本事業所 ☎０２63-４７-７８００ 内線２８５３

２０歳以上 ６０歳未満
年間６０日以上農業従事
国民年金 第１号被保険者

お問い合わせ

農地の売買を
お考えの皆様！

貯蓄感覚で始めてみませんか？
詳しくは農業委員会、お近くのＪＡ、または

で、検索！農業者年金基金

下の３つを満たしていれば、入れます！

塩尻市
農業委員会会長
河野　秀夫

中西条
長　畝
東　山
上西条
桟　敷
柿　沢
堅　石
吉　田
高　出
郷　原
野　村
中　挟
南内田
北熊井
南熊井
北熊井

川窪　澄人
後藤　俊廣
米山　　清
小澤　　昇
竹原　　均
野村　義郎
西村　規男
小澤　伸次
藤森　正文
山田　和男
三村　幸一
小澤　博子
河野　秀夫
小原　祐司
塚原　一郎
安藤　爲典

中西条・下西条
長畝・堀ノ内
東山・塩尻町
上西条・金井
桟敷・大門全域
柿沢・塩尻町
堅石・原新田
吉田
高出
郷原
野村
中挟
南内田
北熊井
南熊井
北熊井

農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員

大　門
塩尻東

広　丘
高　出
吉　田

片　丘

太　田
芦ノ田
岩　垂
下小曽部
上　組
元　町
上小曽部
桔梗ケ原
桔梗ケ原
床　尾
本　山
日出塩
贄　川
古　町
上　田

塩原　令子
伊藤　正光
酒井　芳文
赤堀　次男
嶋田　　誠
大塚　清司
北沢　健司
小林　　恵
永井　猛敬
城戸　　誠
田中　速人
丸山　　純
太田　俊靖
神戸　　稔
神戸　　博

太田
芦ノ田
岩垂
下小曽部
上組
元町
上小曽部
桔梗ヶ原・平出
桔梗ヶ原・平出
床尾・洗馬
牧野・本山
日出塩
贄川・木曽平沢・奈良井
古町・宮前・大出
上田・勝弦

農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
農業委員
農業委員
農業委員
推進委員
推進委員
推進委員
農業委員
推進委員

洗　馬

宗　賀
楢　川

北小野

地区名 氏　名 担当地区 農業委員・
推進委員の別 地区名 氏　名 担当地区 農業委員・

推進委員の別

令和６年３月
（第43号）

発　　行
塩 尻 市 農 業 委 員 会

塩尻市大門七番町３番３号

電　話　0263（52）0810


